
令和７年（２０２５）

交通事故のあらまし

交通安全協会磐田地区支部

磐 田 警 察 署



凡 例

この統計表に用いている用語の意味等は次のとおりです。

１ 「交通事故」とは、道路交通法第２条第１項第１号に規定されている道路上
において、車両、列車（軌道車）の交通によって起こされた死亡又は負傷を
伴った事故（人身事故）をいう。

２ 「死亡」とは、交通事故の発生後24時間以内に死亡したものをいう。

３ 「第１当事者」とは、最初に交通事故に関与した車両等（列車を含む。）の
運転者又は歩行者のうち、この事故における違反（過失）が重い者をいい、
また、違反（過失）が同程度の場合には人身損傷程度が軽い者をいう。

４ 「死亡事故」欄は、事故発生後24時間以内に死者が生じた事故件数、死者
数及びこの事故の負傷者数である。

５ 「幼児・園児事故」、「小学生事故」、「中学生事故」、「高校生事故」、「高齢者
事故」欄は、幼児 （未就園児）、園児（就園児）、小学生、中学生、高校生、
高齢者（65歳以上）が、 第１、第２及び第３以下の当事者（同乗者を含む。）
となった人身事数件数とその（幼児、園児、小学生、中学生、高校生 、高齢
者）死傷者数である。

６ 「歩行者事故」又は「自転車事故」欄は、歩行者、自転車が第１、第２及び
第３以下の当事者となった人身事故の件数とその（歩行者、自転車）死傷
者数である。

７ 「二輪車（一般原付車を含む）事故」欄は、道路交通法上の自動二輪車及び
原動機付自転車が、第１、第２当事者となった人身事故件数とこの事故
から生じた全死傷者数である。

８ 「交差点事故」欄は、交差点内（交差点付近を含まない。) で発生した人身
事故件数とこの事故から生じた全死傷者数である。

（注） 同種のものの相互の事故は、件数を１とした。
（例えば、二輪車対二輪車事故を１件）



１　発生状況

２　過去１０年間の推移（磐田市内）

H２８ H２９ H３０ R１ R２ R３ R４ R５ R６ R７

1,500 1,487 1,396 1,282 1,114 959 938 972 904 769

11 6 2 2 9 3 3 2 9 2

1,938 1,960 1,844 1,757 1,471 1,255 1,234 1,266 1,117 993

件 数

死 者

負傷者

前 年 比

負 傷 者

769
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３　死傷者年齢別 ４　第１当事者の状態別

計 2

そ の 他

歩 行 者

６０～６４歳 0

６５～７４歳 1

７ ５ 歳 以 上 1

３ ０ 歳 代 0

４ ０ 歳 代 0

５ ０ 歳 代 0

高 校 生 0

18歳～20歳未満 0

２ ０ 歳 代 0

区 分 死 者

幼 児 ・ 園 児 0

小 学 生

中 学 生

0

0

55

993

64

75

187 0

169 7

計 769

172 0

150 9自 転 車

特 定 小 型 原 付 車

29 611

14 125

一 般 原 付 車

自 動 二 輪 車

貨 物 車

乗 用 車

負傷者

25 当 事 者

26 10

区 分

(事故の主たる原因となった者)

27 7

自転車シミュレーター体験

警察官や交通安全指導員は、
幅広い年齢層を対象に交通安全
教室をおこなっています。
道路を利用するすべての人が、
交通事故に遭わない、交通事故を
起こさないよう、
それぞれの立場で交通事故防止に
心がけましょう。

高齢者講習での俊敏性検査

歩行交通教室



7 42

18 52

６　違反別（第１当事者）

件 　 数 件　　数区　　　　　　分

44

82

6 74

9 17

運 転 操 作 不 適
安

全

運

転

義

務

違

反

通 行 区 分 違 反 1

77

267

826

110

脇 見 運 転

動 静 不 注 視

73

313

44

不　　　　　　明　　　　　　等

212

　７　時間帯別(件数）

区  　　　  分

人

対

車

両

対 （ 背 ） 面 通 行 中

横
断
中

横 断 歩 道

そ の 他

そ の 他

そ の 他

車 両 単 独

286

6

769

歩 行 者 妨 害

そ の 他

計

そ の 他

正 面 衝 突

追 突

出 会 い 頭

す れ 違 い 時

右 左 折 時

7

５　事故類型別

車

両

相

互

車

両

等

漫 然 運 転

安 全 不 確 認

計 769

信 号 無 視

優 先 通 行 妨 害

一 時 不 停 止

9

37

88

145

91

74

87

107

115

10

2

4

２２時～

２０時～

１８時～

１６時～

１４時～

１２時～

１０時～

８時～

６時～

４時～

２時～

０時～



令和７年 前年比 令和７年 前年比 令和７年 前年比

79 -23 0 0 98 -25

106 -33 0 -3 142 -19

74 10 0 -2 87 7

49 -14 0 0 72 -10

71 -11 0 0 92 -13

180 -41 0 0 229 -47

53 -10 1 -1 77 1

64 -10 0 0 78 -16

53 -7 1 0 68 -10

40 4 0 -1 50 8

769 -135 2 -7 993 -124

豊 田

富 岡

竜 洋

福 田

豊 岡

合 計

交番・駐在所別

見 付

磐 田 駅 前

御 厨 駅 前

向 陽

磐 田 南 部

区　分 件　数 死　者 負　傷　者

８　交番・駐在所別

磐田市では
、

追突事故と
出会い頭事

故

が多発してい
ます！

追突事故防止対策
車間距離をしっかりとる

早めのブレーキ

前方をよく見ましょう

スマホ・脇見をしない

出会い頭事故防止対策
時間に余裕を持って出かける

顔を左右にしっかり動かして確認する

必ず一時停止をする

危険を予測した運転をする



９　死亡事故発生状況

男性(高齢者）
歩行者

匂坂上の市道

軽四貨物車×歩行者
道路上の歩行者と
軽四貨物車が衝突

発生日時 発生場所 死 者 事 故 類 型

   １月１日（水）
午後３時３１分ころ

男性（高齢者）
軽四同乗

軽四乗用車×普通乗用車
信号のない交差点で

出会い頭に衝突

   　２月２４日（月）
午後５時１３分ころ 大原の市道

発生日時 発生場所 死 者 事 故 類 型



(１)　発生状況 (２)　状態別

（４）　事故類型別

（３）　時間帯別（件数）

（５）　通行目的別

前年比

1右 ・ 左 折 時

5

計

追 突車

両

相

互

6

8

7

区 分

0

車 両 同 乗 中 25

出 会 い 頭 8

25

事故類型別 件　数

磐田警察署管内各種事故の状況(各当事者別）

当 事 者 負 傷 者件 数

22

区 分 死 者

幼児・園児事故

令和７年 0

区　　分

計

私　用 23

0降園中

登園中

負傷者数

22

そ の 他

2

25

1

2

2

6

7

1

２０時～

１６時～

１４時～

１２時～

１０時～

８時～

幼児・園児がケガをした交通事故のすべてが、自動車同乗中でした！

チャイルドシートを正しく着用しましょう

〇子どもの体の大きさに合っていないチャイルドシートを使用…×

〇赤ちゃんを抱っこしたまま同乗…×

〇１５０㎝満たない子どもを、 車のシートに

そのまま座らせている…×

駐車場では

子供と手をつなぎましょう

駐車場での子どもの事故が発生しています！

背が低い子どもは車の死角に

入りやすく、見落とされがちです。

また、車と車の間を飛び出しても、

車は急に止まれません！

大人は手をつないで歩きましょう。



(１)　発生状況 (２)　違反別（原因）

（３） 時間帯別（件数）

(４)　学年別

(５)　事故類型別 （６）　通行目的別　

私　用 24

計 29

区　　分 負傷者数

登校中 1

下校中 4

3

１ 年

一 時 不 停 止

交差点安全進行

当 事 者

※　車両同乗中　20名

7

横断中

1

1

1

小学生事故

死 者

0

 負 傷 者区 分 件 数

-12

令和７年

前年比 -12

1

違 反 な し 4

信 号 無 視

1

徐 行 違 反

23 29

区  　   分

飛 び 出 し0

29

６ 年

4

計

５ 年

5

２ 年 4

４ 年

学 年

３ 年

当 事 者

6

出 会 い 頭

1

1

そ の 他

1

3

右 ・ 左 折 時

そ の 他

そ の 他

3

件 数区 分

1

車

両

相

互

計 23

追 突

正 面 衝 突

11

人
対
車
両 2

横 断 歩 道

1

1

2

7

5

1

4

2

２０時～

１８時～

１６時～

１４時～

１２時～

１０時～

８時～

６時～

歩
行
者

自
転
車



(１)　発生状況 (２)　違反別（原因）

(３)　時間帯別（件数）

(４)　学年別

(５)　事故類型別

1

中学生事故

2

2

前年比

9

下校中

交差点安全進行義務違反

３ 年

14

区　　分

登校中 0

私　用

計

（６）　通行目的別

13

1

学年

6１　　　年

2

当 事 者

4

1一 時 不 停 止

14

当事者

6

２ 年

1

区 分

令和７年

件 数

14 0

-4

14

区 分 負 傷 者死 者

14

負傷者数

計

※（２）違反別は当該交通事故の当事者数を表しているため負傷者数とは一致しない場合もある。

出 会 い 頭

件 数

計

右 ・ 左 折 時

追 突
車

両

相

互

車 両 単 独

2

区       分

0-4

1

徐 行 違 反

動静不注視

自

転

車

1

6

4

2

0

0

1

１８時～

１６時～

１４時～

１２時～

１０時～

８時～

６時～

違 反 な し

※ 車両同乗中 4名

安
全
運
転

義
務
違
反



(１)　発生状況 （２）　違反別（原因）

（３） 時間帯別（件数）

一般
原付

(４)　学年別

※（２）違反別は当該交通事故の当事者数を表しているため負傷者数とは一致しない場合もある。

26

計 26

右 左 折 時

正 面 衝 突 1

（６）　通行目的別（５）　事故類型別

車

両

相

互

人

対

車

両

高校生事故

0

区　　　　分 件　数

出 会 い 頭 15

-13

26

２ 年

３ 年

区        分 負 傷 者区 分 件 数 死 者

0

当 事 者

6

4

区分

令和７年 26

前年比 -12

2

計

13

安全不確認

5

交差点安全進行義務違反

自

転

車

当 事 者

1

違 反 な し

一 時 不 停 止

4

徐 行 違 反

動静不注視

私　用 13

計 26

負傷者数

登校中

下校中

2

10

3

1

学 年

１ 年

※　車両同乗中　6名

7

一 時 不 停 止

1

7

追 突

1

1

そ の 他

横断中 横断歩道

0

4

2

5

4

1

4

6

0

２２時～

１８時～

１６時～

１４時～

１２時～

１０時～

８時～

６時～

０時～

安
全
運
転

義
務
違
反

自転車用ヘルメットを着用しないと、

致死率が 約１．６倍！
ヘルメットは、転倒した際など頭部

への衝撃を軽減する大きな効果が

あります！

頭を守って！



H２８ H２９ H３０ R１ R２ R３ R４ R５ R６ R７

458 467 468 460 378 340 317 334 339 285

7 3 1 1 5 2 1 2 5 2

295 265 274 306 227 193 201 195 151 130負傷者

前 年 比 -54

負 傷 者死 者

2 130

（２）　過去１０年間の推移（磐田市内）

死 者

-21-3

高齢者事故

令 和 ７ 年 285

件 数

（１）　発生状況

区 分 件 数
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※（６）高齢ドライバーの違反別は当該交通事故の第１当事者数を表しているため負傷者数とは一致しない場合もある。

(４)　状態別

そ の 他

車 両 単 独

一般原付車

追 越 等

右 左 折 時

正 面 衝 突 4

80

109

（３）　事故類型別

件　数

そ　　の　　他

計

追 突

出 会 い 頭

9

4

区　　　　　分

4

横　断　歩　道

7

脇 見 運 転

動 静 不 注 視

11

27

計

安

全

運

転

義

務

違

反

運 転 操 作 不 適

そ の 他

216

17

74

3

3

区　　　　　　分 第１当事者

21

38

12

(５)　時間帯別（件数）

1

285

75歳以上

11

8

0

76計

2

死

傷

者

3

歩行者

65～74歳

1

6自転車

自動二輪車

区　　　　　分

自動車

信 号 無 視

交差点安全進行義務違反

36

56

64

(６)　高齢ドライバーの違反別（原因）

1

優 先 通 行 妨 害

7

安 全 不 確 認

漫 然 運 転

20

20

一 時 不 停 止

1

20

右 折 違 反

9

横断中
人

対

車

両 そ の 他

車

両

相

互

左 折 違 反

歩 行 者 妨 害

5

17

52

46

35

52

46

26

5

1

20時～

１８時～

１６時～

１４時～

１２時～

１０時～

８時～

６時～

２時～

0時～

体調が優れない日天候が悪い日

～こんな日は運転を控えましょう～

朝夕の通勤通学時間帯



(１）　発生状況

（２） 時間帯別（件数）

(４)　事故類型別

負傷者

歩行者事故

区　　分 件 数 死 者  負 傷 者

(３)　年齢層別

区　　　分 死者

幼児・園児 0

前年比 -18 -3 -16

令和７年 41 1 41

小学生 0

中学生 0

高校生 0

１８歳～２０歳未満 0

20歳代 0

30歳代 0

40歳代 0

50歳代 0

60～64歳 0

65～74歳 0

41

75歳以上 1

計 1

件 数区　　　　分

車 両 単 独 1

6

計 41

そ の 他 9

そ の 他

3

8

6

人

対

車

両

横
断
中

横 断 歩 道 18

対 ( 背 ) 面 通 行 中 7

0

1

10

0

5

0

2

0

6

0

2

9

9

8

1

3

5

3

1

２２時～

２０時～

１８時～

１６時～

１４時～

１２時～

１０時～

８時～

６時～

０時～

近くの横断歩道を
利用しましょう！

夜間は特に危険！
反射材を着用しましょう！

信号の変わり目の
横断は危険！

次の青まで
待ちましょう！



(１)　発生状況

（３） 時間帯別(件数）

(４)　年齢層別

(５)　事故類型別

小 学 生 3

人対車両　その他

そ の 他

車

両

相

互 70

60 ～ 64 歳

75 歳 以 上

6

8

4

40 歳 代

計

4

8

1

65 ～ 74 歳

前年比

自転車事故

(２)　自転車の違反別（原因）

区　　　分 件 数 死 者 負 傷 者 区　　　分 第１当事者

-13

令和７年 71 0 70 一 時 不 停 止 6

9計

そ の 他

区　　　分 負 傷 者

幼 児 ・ 園 児 0

0 -4 安 全 不 確 認 1

2

右 左 折 時

9

高 校 生 17

3

3

7

20 歳 代

18歳～20歳未満

中 学 生

計

区　　　　分 件 数

71

25

30 歳 代

50 歳 代

1

出 会 い 頭 42

1

9

13

11

9

6

8

13

1

２２時～

１８時～

１６時～

１４時～

１２時～

１０時～

８時～

６時～

０時～

比較的軽微な交通違反に交通反則切符（青切符）を交付し、違反者が反則金を納付すれば刑事罰を科さない

制度です。法改正により、自転車をはじめとする軽車両の違反にも適用されることになりました。

■一時不停止…５，０００円

■ヘッドフォン・イヤホンの使用・・・５，０００円

■無灯火…5,000円

■並進…3，000円

自転車等に対する反則通告制度（青切符による取り締まり） 令和8年4月1日から

取り締まりの

対象年齢は

１６歳以上

■携帯電話使用等…５，０００円

■遮断踏切立ち入り…７，０００円

■自転車制動装置不良…５，０００円

■信号無視…６，０００円 等
最新の交通安全情報を県警交通部Xにて掲載中！ check!!



（1)  発生状況

（３） 時間帯別（件数）

(５)　事故類型別

(４)　年齢層別 そ の 他

二輪車（一般原付車を含む）事故

（２）　違反別(原因）

区 分 件 数 死 者 負 傷 者 区            分 第１当事者

信 号 無 視 1

令和７年 81 0 85 一 時 不 停 止 6

※負傷者は二輪車以外の負傷者も含む。 優 先 通 行 妨 害 9

前年比 -17 0 -17

5

6脇 見 運 転

11

2不 明 ・ そ の 他

漫 然 運 転

動 静 不 注 視

安 全 不 確 認

1そ の 他

1

35

歩 行 者 妨 害

24

30 歳 代

4そ の 他

安
全
運
転
義
務
違
反

18

11

区      分 死 者

20 歳 代 0

20 歳 未 満 0

0

40 歳 代

4

5

0

右 左 折 時 27

負 傷 者

8

20

16

出 会 い 頭

65 ～ 74 歳 0

計 0

30

追 突

車 両 単 独

計

85

75 歳 以 上

60 ～ 64 歳

50 歳 代 0

0

2

81

人対
車両

車

両

相

互 そ の 他 8

14

2

正 面 衝 突 1

区　　　　　分 件　　数

横 断 歩 道

計 81

2

1横
断

対 背 面 通 行 中

10

11

21

8

4

4

11

9

3

２０時～

１８時～

１６時～

１４時～

１２時～

１０時～

８時～

６時～

０時～

前方の動きをよく見て

運転しましょう！



(１)　発生状況 (２)　違反別（原因）

（３）　時間帯別(件数）　 

(４)　年齢層別

※（２）違反別は当該交通事故の第１当事者数を表しているため負傷者数とは一致しない場合もある

20 歳 未 満

0

20 歳 代 0

50 歳 代

30 歳 代

交差点安全進行義務違反 32

徐 行 場 所 違 反 5

交差点事故

2 424

区 分 件 数 死 者 負 傷 者 区　　　　　　　分 第 １ 当 事 者

一 時 不 停 止 74

前年比 -45 -1 -41 信 号 無 視 42

令和７年 332

歩 行 者 妨 害 16

安 全 不 確 認 79

脇 見 運 転

優 先 通 行 妨 害 51

左 折 違 反 1

右 折 違 反 2

安
全
運
転
義
務
違
反

7

動 静 不 注 視 16

2

1

漫 然 運 転

運　転　操　作　不　適

1

区 分 死 者

332

3不 明

そ の 他

負 傷 者

横
断
中

14追 突

そ　　の　　他

0 横　断　歩　道

0 20

76

70

件　　数

0

17

区 分

人
対
車
両

73

71

50

4

計 2

39

25

車

両

相

互

40 歳 代

65 ～ 74 歳 1

0

60 ～ 64 歳

75 歳 以 上 1

2

224

計

(５)　事故類型別

車　　両　　単　　独

59

424 そ　　　の　　　　他

計

正 面 衝 突

332

出 会 い 頭

右　　左　　折　　時

1

11

5

14

33

64

44

34

34

44

50

10

２２時～

２０時～

１８時～

１６時～

１４時～

１２時～

１０時～

８時～

６時～

０時～


